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会長の時間 第 4 回  

みんなに「公平」とは何か 
ータクシーの相乗りの場合の割り勘方法を例にしてー 

日出ロータリークラブ 

会長 加賀山 茂 

はじめに 

今年度は，会長の時間として，第 1 回目に「四つのテスト」の意味，第 2 回目に「ロータ

リーの目的」の意味，第 3 回に「五大奉仕部門」について，

いずれも，本年度の RI 会長（Holger Knaack 氏）のテーマで

ある「ロータリーは機会の扉を開く」を活用させていただ

き，3 つの扉の色に即して，赤い扉は，「親睦（和らぎ睦び）」

として，黄色の扉は，「職業倫理の向上」として，青の扉は，

「次世代への奉仕活動の実践」として整理させていただき

ました。 

今回は，四つのテストのうち，第 2 番目に位置するものの，比較的に理解が困難な「みん

なに公平（公正）か」について，タクシーに相乗りした場合に料金を割り勘にする場合を例

にとって，平等，比例配分，公平な配分の違いについて考えてみたいと思います。 

1. タクシーの相乗りの事例 

栗野盛光『ゲーム理論とマッチング』日経文庫（2019/10/15）で取り上げられている事例

を使って，説明したいと思います。 

一郎，二郎，三郎の 3 人が飲み会の帰りに，終電がなくなり，居酒屋からタクシーで帰る

ことにしました（前掲書 78 頁の図表 3-1 参照）。 

 
三人の自宅は居酒屋から，それぞれ，一郎は 5km 先に，二郎の自宅は 10km 先に，三郎の

自宅は 15km 先にあります。 

この場合のタクシー料金は，初乗り料金が 500 円，そして 1km ごとに 100 円の追加料金

が発生すると仮定しています。 

 一郎が一人でタクシーで帰った場合の料金は，500 円+100 円× 5=1,000 円です。 

 二郎が一人でタクシーで帰った場合の料金は，500 円+100 円×10=1,500 円です。 

 三郎が一人でタクシーで帰った場合の料金は，500 円+100 円×15=2,000 円です。 
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本来なら，3 人で合計すると 4,500 円の費用が掛かるところを，相乗りすれば，2,000 円の

費用で済むのですから，2,500 円の節約になります。 

問題は，「相乗りによって生じた 2,000 円の費用を三人でどのようにして負担し合うか」

です。 

(1) 平等主義 

第 1 の考え方は，単純な平等主義です。三人で相乗りして，合計 2,000 円の料金が発生し

たのだから，以下のように，3 人が均等に負担するという考え方です。 

 一郎の負担，2,000/3 = 666.6
・

円です。 

 二郎の負担，2,000/3 = 666.6
・

円です。 

 三郎の負担，2,000/3 = 666.6
・

円です。 
最初に降りた少しの間しか乗っていない一郎と最後に降りて，長い時間乗っていた三郎

が同じ金額というのでは，「悪平等」で「不公平」だということになります。 

この結果は「みんなに公平か？」と問われれば，「公平でない」といわざるをえません。 

(2) 比例配分主義 

第 2 の考え方は，相乗りによって生じる費用である 2,000 円を，それぞれの乗車した距離

によって比例配分するというものです。 

一郎と二郎と三郎の乗車距離の比は，5km：10 km：15km =1：2：3 なので，それぞれの負

担は以下のように計算されます。 

 一郎：2,000 円×1/6＝333 円（一人乗りなら 1,000 円）（三人乗りなら 333 円） 

 二郎：2,000 円×2/6＝667 円（一人乗りなら 1,500 円）（二人乗りなら 750 円） 

 三郎：2,000 円×3/6＝1,000 円（一人乗りなら 2,000 円） 

これこそ，「みんなに公平」のように思われますが，本当にそうでしょうか？ 

2,000 円を均等に負担すると，667 円となるので，二郎は，まさに割り勘の恩恵をうまく

受けているように見えます。しかし，二郎は，一郎が一人で乗っている分まで負担させられ

ており，その分，三郎は，負担が軽くなり過ぎています。 

すなわち，この比例配分の考え方は，厳密には，「みんなに公平（公正）」にはなっていま

せん。しかも，最後に乗った人の料金が確定してからしか，各人の負担金額を計算すること

ができないため，後日に精算するしか方法がなく，少しばかり不便な方法です。 

(3) 公平主義－協力ゲーム理論（限界貢献度）の応用 

第 3 の考え方は，最初は三人乗り，次は二人乗り，最後は一人乗りと考えて負担し合うと

いうものです。 
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居酒屋から一郎の自宅までの 5km は，3 人で相乗りしているので，その費用（1,000 円）

は，3 人で平等に負担します。次の 5km は，二郎と三郎が二人で相乗りしているので，その

費用（1,500 円-（一郎の負担分））は，2 人で負担します。最後の 5km は，三郎が一人で乗

っているので，その費用（2,000-（一郎の負担分+二郎の負担分））は，一人で負担すると考

えます。 

そうすると，それぞれの負担は以下のように計算されます。 

 一郎：一郎が降りるときのタクシー・メーターを見て，（1,000/3）=333 円 

 二郎：二郎が降りるときのタクシー・メーターを見て，（1,500-333）/2=583 円 

 三郎：三郎が降りるときのタクシー・メーターを見て，（2000-333-583 円）=1,084 円 

 
 一郎 二郎 三郎 合計 
一人乗りの場合 1,000 円 1,500 円 2,000 円 4,500 円 
平等・均等主義 666 円 667 円 667 円 2,000 円 
比例配分 主義 
（1:2:3） 333 円 667 円 1,000 円 2.000 円 

公平・公正主義 333 円 
（300 円） 

583 円 
（600 円） 

1,084 円 
（1,100 円） 

2,000 円 

 

この計算は，協力ゲーム理論の限界貢献度に基づくシャプレイ値を使った計算（栗野盛光

『ゲーム理論とマッチング』日経文庫（2019/10/15）92 頁）とほぼ同じ答えを得ることがで

きます。 

直感的にも，それぞれが一人でタクシーに乗った場合の 3 分の 1 から 2 分の 1 の費用を

負担しているので，第 3 案の計算結果もシャプレイ値を使った計算方法も，みんなに公平で

あることがわかります。 

さらに，この計算方法は，第 2 の比例配分計算方式が，最後まで乗ったメンバーがいくら

払ったかを知ってからしか，他のメンバーの負担金額を計算することができず，後日精算と

なるのに比較して，即時精算ができる点で実用的でもあります。 

なぜなら，第 3 の協力ゲーム理論による計算方式による場合は，タクシーを降りる人が，

その都度，タクシー・メーターの金額を見て，前に降りた人の分を引き算した後，乗車して

いた人数で割った金額を，最後に乗る人に支払っていくことで，即時決済が可能となる（後

日の精算は不要となる）からです。 

以上で，均等割りという悪平等主義，比例配分という平等主義，協力ゲーム理論による公

平主義の違いを理解していただけたことと思います。 

 

ゲーム理論とマッチングは，これからのシェアリング社会を考えていく上で，非常に重要

な考え方ですので，「貢献度の計算」に興味を持たれた方は，最初に紹介した栗野盛光『ゲ

ーム理論とマッチング』日経文庫（2019/10/15）をぜひお読みください。 
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